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	背景
	この遺伝子はカドヘリンスーパーファミリーに属し、カルシウム依存性細胞間接着糖タンパク質をコードする。カドヘリンは、5つのカドヘリンドメインを含む細胞外ドメイン、膜貫通領域、そして保存された細胞質ドメインから構成される。このカドヘリンからの転写産物は筋芽細胞で発現し、筋管形成細胞では発現が亢進する。このタンパク質は形態形成過程、特に筋形成の制御に必須であると考えられており、終末筋細胞分化の引き金となる可能性がある。[RefSeq提供、2008年7月]、疾患：重度の知的障害と顔貌異常を呈する患者において、CDH15およびKIRREL3遺伝子に関連する染色体異常が認められた。転座t(11;16)(q24.2;q24)。,疾患：CDH15遺伝子の欠陥は、常染色体優性遺伝性精神遅滞3型（MRD3）[MIM:612580]の原因です。精神遅滞は、適応行動の障害を伴う、発達期に発現する、平均を著しく下回る全般的な知的機能が特徴です。,機能：カドヘリンはカルシウム依存性細胞接着タンパク質です。細胞同士を接着する際に、カドヘリンは優先的にホモフィリックに相互作用するため、異種細胞型の選別に寄与している可能性があります。M-カドヘリンは筋形成プログラムの一部であり、終末筋分化の引き金となる可能性があります。,類似性：5つのカドヘリンドメインを含みます。,組織特異性：脳と小脳で発現します。,
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	CDH15抗体を用いたHepG2細胞および293細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500に希釈したM-カドヘリンポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

